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「中世の供養塔婆」
板
い た び

碑

Vol.9香取遺産

　

鎌
倉
時
代
以
降
、
仏
教
や
民

間
信
仰
の
普
及
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
石
造
物
が
全
国
各
地
で

さ
か
ん
に
造
立
さ
れ
、
現
在
も

路
傍
や
墓
地
な
ど
に
数
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ

れ
ら
石
造
物
の
う
ち
、
供
養
塔

婆
の
代
表
と
言
え
る
板
碑
を
紹

介
し
ま
す
。

　

板
碑
は
板い
た
い
し
と
う
ば

石
塔
婆
と
も
呼
ば

れ
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時

代
に
か
け
て
盛
ん
に
造
立
さ

れ
ま
し
た
。
通
常
、
板
状
の
石

材
を
使
用
し
、
頭
部
を
三
角
形

に
し
て
二
条
の
線
を
入
れ
、
そ

の
下
に
天て
ん
が
い蓋

・
主し
ゅ
そ
ん尊

・
蓮れ
ん
だ
い台

・

三
具
足
（
仏
前
に
供
え
る
香

炉
・
花け
び
ょ
う瓶

・
燭
し
ょ
く
だ
い

台
）
と
と
も
に
、

偈げ
じ
ゅ頌
（
経
典
な
ど
に
あ
る
詩
文

で
、
教
理
を
述
べ
た
り
、
仏
を

讃
え
た
り
し
た
も
の
）・
願
文
・

年
号
・
造
立
者
名
な
ど
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
主
尊
は
、
仏
を

梵ぼ
ん
じ字

で
表
し
た
も
の
（
種し
ゅ
じ子

）

が
多
く
、
仏
の
画
像
を
刻
ん
だ

も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
板
碑
は
、
東
北
地
方

か
ら
九
州
ま
で
広
く
分
布
し
、

そ
の
数
は
、
関
東
地
方
だ
け
で

五
万
基
、
全
国
で
は
十
万
基
に

お
よ
ぶ
と
さ
れ
、
各
地
域
で
産

出
さ
れ
る
石
材
の
特
性
や
信
仰

の
差
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
方
色

豊
か
な
板
碑
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
東
で
は
、
緑
泥
片
岩
を
使

用
し
た
武
蔵
型
板
碑
、
千
葉
県

下
の
下
総
地
方
に
は
粘
板
岩
や

雲
母
片
岩
を
使
用
し
た
下
総
型

板
碑
、
神
奈
川
県
に
は
安
山
岩

を
使
用
し
た
相
模
型
板
碑
な
ど

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

香
取
市
は
、
下
総
型
板
碑
の

分
布
の
中
心
に
あ
た
り
、
数

百
基
か
ら
、
千
基
近
く
の
板

碑
が
分
布
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
最
古
の
下
総
型
板
碑
は
、

谷
中
地
区
に
あ
る
正
嘉
2
年

（
1
2
5
8
）
銘
の
も
の
で
、
鎌

倉
時
代
中
期
に
あ
た
り
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
、
上
小
堀
地
区

の
長
泉
院
墓
地
で
発
見
さ
れ

た
も
の
で
、
初
期
の
下
総
型

板
碑
の
代
表
例
で
す
。
高
さ

2
4
0
cm
、
幅
58
　

cm
で
、
頭
部

は
三
角
形
に
整
形
さ
れ
、
そ
の

下
に
二
条
線
が
あ
り
、
天
蓋
・

主
尊
種
子
・
蓮
台
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
主
尊
種
子
は
バ
ク（
釈

迦
如
来
）
で
す
。
下
半
部
に
は
、

般は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
り
し
ゅ
ぎ
ょ
う

若
波
羅
密
多
理
趣
経
の
偈
頌

や
「
右
志
者
為
過
去
主
君
道
阿

弥
陀
仏
御
聖
霊
成
仏
得
道
也
」

と
い
う
願
文
、「
正
元
々
年
八
月

廿
四
日
」
の
紀
年
銘
、「
施
主
定

阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
造
立
者
名

が
見
え
ま
す
。
主
君
で
あ
る
道
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そ
れ
ぞ
れ
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
そ
の
質

的
向
上
を
意
識
す
る
こ
と
こ
そ
が

「
仕
事
の
で
き
る
人
」
へ
の
近
道
な

の
だ
。
仕
事
の
進
め
方
の
コ
ツ
を
紹

介
。

か
さ
じ
ぞ
う　
　

瀬
田
貞
二
／
再
話

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
羽
末
吉
／
画

　

貧
し
い
が
心
優
し
い
老
夫
婦
に
6

人
の
地
蔵
様
が
恩
返
し
す
る
お
な
じ

み
の
昔
話
の
絵
本
で
す
。
あ
ま
り
に

も
有
名
な
お
話
な
の
で
た
く
さ
ん
の

絵
本
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
絵
本
は
藍
色
の
和
紙
を
背
景
に
し

て
扇
面
に
水
墨
画
が
し
っ
と
り
と
描

か
れ
て
い
ま
す
。
素
朴
な
語
り
口
の

文
も
冬
の
情
景
や
老
夫
婦
の
心
情
を

う
ま
く
表
現
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い

年
末
年
始
に
心
温
ま
る
お
話
を
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

最
古
の
下
総
型
板
碑

▲板碑の模式図

▲上小堀地区で発見された
初期の下総型板碑

阿
弥
陀
仏
の
供
養
の
た
め
、
正

元
元
年
（
1
2
5
9
）
に
定
阿

弥
陀
仏
な
る
人
物
が
造
立
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
「
道
阿
弥
陀
仏
」
は
、

木
内
領
主
・
木
内
胤
朝
の
戒
名

「
道
阿
了
称
」
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
室
町
時

代
に
は
、
板
碑
の
造
立
数
が
爆

発
的
に
増
え
、
月
待
や
庚
申
と

い
っ
た
民
間
信
仰
に
よ
る
板
碑

も
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
や
が
て
、
戦
国
時
代
に
入

る
と
、
板
碑
の
造
立
は
下
火
と

な
り
、
近
世
以
降
は
ほ
と
ん
ど

造
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

板
碑
の
造
立
は
、
仏
教
、
特

に
浄
土
信
仰
の
浸
透
と
深
く
関

わ
っ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
の

宗
教
観
を
反
映
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
刻
ま

れ
た
銘
文
は
、
文
字
資
料
の
少

な
い
中
世
と
い
う
時
代
を
知
る

た
め
の
貴
重
な
手
が
か
り
と
な

り
ま
す
。

　東京電力㈱成田支社
より、防犯灯が 20 基寄
贈されました。防犯灯
の設置により、治安向上
や交通安全に役立てられ
ます。各地区の要望の中
から検討して設置されま
す。

11 月 15 日治安向上にと防犯灯寄贈

11 月 10 日統計功労者に表彰
　平成18年度統計功労者表彰式が青葉の森公園芸術文化ホール（千
葉市）で行われました。これは各種統計調査に従事し、統計行政の
進展に功績のあった人を表彰するもので、香取市から 9人が表彰
されましたので紹介します。（敬称略）
千葉県知事表彰　佐藤喜子（佐原イ）、 　削ふさ（佐原ロ）
総務大臣表彰　本宮　治（津宮）、大平淺治（下小堀）、小倉新一（沢）
千葉県統計協会長表彰　飯田みつ枝（谷中）、奥田忠男（上小川）、
髙橋新一郎（大倉）、五　田重雄（大根）

▲会場を盛り上げたみたか連阿波踊り（上）
▲いも祭前夜祭では火入れ式が行われた

▲多くの家族連れがおとずれた日本一の焼いも広場

▲多くの人たちが訪れたフェスタ会場

山形

二条線

天蓋

主尊種子

蓮台
（蓮座）

脇侍種子

紀年銘

花瓶

供養者


